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フィリピン群島の地質構造発達史

鈴木尉元(地質庸報センタｰ)
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し背後に縁海の発達する弧状の島列であり第四紀火

山列と海溝付近から縁海に向かって深くなる深発地震

面の発達で特徴づけられる.

このようた現在の構造運動の平行性は歴史的に形成さ

れてきたもので日本列島とフィリピン群島とのより古

い時代からの造構運動の平行性の検討の必要性を示して

いる.

本小論で年フィリピン群島の基本的な地質構造を記

述しその地史を時代を追って見ていき日本列島なら

びに東アジア諸地域との比較を試みる.
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第1図フィリピン群島における変成帯の分布.

且.まえがき

1984年から1987年度までITIT特別研究“油ガス田

地域の新生代層序対比の研究"が実施された･この研

究はフィリピン群島の新第三系の層序･地質構造を明

らかにL目本列島と比較検討することによりフィリ

ピン群島の深部の石油･天然ガス鉱床開発の可能性を検

討するものである.

フィリピン群島は東南アジアのフィリピンからイン

ドネシアに連なる島弧の一角をしめ北方の台湾をへて

日本列島につたがる･この日本列島も東北方に千島列

島南西方に琉球列島から台湾に連なる島弧の一角をし

めている･島弧は前縁の海溝をはさんで海洋に面

2.変成岩類の分布

フィリピン群島には結晶片岩類がいくつかの地域に

帯状に分布している(第1図).この結晶片岩類の分布

地域のあるものは日本列島におけると同様にフィリ

ピこノ群島においても地質構造区の境界をだし造構運動

に大きな影響をあたえている･そこでまずこの結晶片

岩類の分布について記すことにする･

この結晶片岩類は一般に細たがい帯状地域に分布す

る.それらはフィリピン群島の一般走向に平行する

南北たいし北西一南東方剛こ分布するものとこれにほ

ぼ直交する北東一南西方向に分布するものとがある.

Lかしいずれもフィリピン群島の複雑た島列の延長方

向に平行している.

フィリピン群島の一般走向に平行するもののうちもっ

とも顕著なものはルソン島の東縁にそいさらに南東

方のサマｰル島とレイテ島の境界付近を通りディナガ

ット島からミンダナオ島のスリガオ半島にいたるもので

ある.なおこの地域にそうルソン島東方のポリリヨ

島やカタンデュアネス島にも結晶片岩類は分布する･

これに次ぐ島弧に平行する結晶片岩類の分布はミン

ドロ島からタブラス島を通りパナイ島北西部にいたる

地域に見られる.さらにポポｰル島東部からミンダナ

オ島中部にいたる地域にも結晶片岩類は分布する.

ルソン島北西部のイロコスやコルディレラ山脈にも結晶

片岩類の分布が報告されているがこれも同系統のもの

であろう.

これらに直交する結晶片岩類の分布地域は一つはパ
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第2図フィリピン群島における古生代･中生代の化石産地.

Cは石炭紀Pはヘルム紀Rは三畳紀Jはジュラ

紀K1は白亜期前期Kuは白亜紀後期の化石産地を

示す.'は礫岩中の礫からの産出であることを示す.

ラワン島にそってのびるもので北東方のカラミアソ諸

島にまで分布が確認されている･一般走向はバラワ

ソ島では島の長軸にそった北東一南西方向をとるがカ

ラミアソ諸島では南北にその方向をかえる･他の一つ

はスｰルｰ諸島からミンダナオ島ザソポアンガを通り

セブ島にいたる地域に分布するものである.

たおこれらの変成帯はしばしば塩基性岩･超塩基

性岩をともたう.以下の記述ではルソン島の東縁か

らミンダナオ島東縁にいたる結晶片岩類の分布地域を境

にそれより東方地域を外帯西方地域を内帯とよぶこ

とにする.

3.古生界

フィリピン群島においてもっとも古い時代を示す化

石はミンドロ島西部のAgbahag峠の始新統の礫岩か

らの石炭紀を示す単体さんごCyathopsid(Gs加肋～sp.)

である(Easton&Me1endres,1964)(第2図).しかL

石炭系として確定された地層や岩石は発見されていた

/989年1月号

し･.

フィリピン群島での年代の確定したもっとも古い地層

はパラワン島北東部Bacuitの南Maumegmeg湾に

分布するペルム系Ma1ampayaSomdGroupで下位

のBacuitFormationと上位のMini1ogFormationに

区分されている(Hashimoto&Sato,1973).Bacuit

Formationは破砕した砂岩変質した凝灰岩石灰質

砂岩砂岩と粘板岩の転倒した互層からたる.Mini1og

Formationは再結晶した石灰岩からなる.Bacuit

Formationからはコノドント0o〃｡〃1αグ08θ勿伽伽肋

だとMini1ogFor㎜ationからは紡錘虫ル｡∫励伽酔

〃伽,乃伽θ脇α,〃伽脇θ肋,地7ψ刎8〃伽αたどを産

し中部一上部ペルム系であることを示す･

タブラス島とパナイ島間のカラバオ島のCarabaoLi･

meStOneからは紡錘虫Wθ086切α鮒伽α,地グ伽ゐ一

価gθ〃舳またミンドロ島の始新世の礫岩(Agbahag

Cong1omerate)の石灰岩礫からS6伽螂7伽α,吻7一

ろθθ脇αが発見されている(Anda1.1966).これらの化

石はペルム記を示す.

このようにフィリピン群島において古生界の報告さ

れているのはパラワン島ないしその延長地域に限られて

いる.LかL変成岩の源岩の一部は上部古生界であ

ると考えられているが古生物学的あるいは放射年代的

た証拠はたい(BureauofMinesandGeosciences,1982).

フィリピン群島の古生界はその分布が断片的でし

かも分布箇所も少たいことからその構造的性格はよく

分からないがパラワン島の古生界はその上に重たる

三畳系とともに南北の摺曲軸をもってこまかく摺曲し

ている(亘ashimotoandSato,1973).以上の断片的資

料から古生代後期には海が広がり堆積物が厚く堆積

する地向斜が形成されたものと思われる.その環境は

岩相から判断するとつぎの中生代の後期よりも静穏で

あったと考えられる.

ム中生界

分布と岩相

フィリピン群島の中生界は下位の三畳系はパラワン

島ジュラ系はパラワン島とノレソソ島北部から報告され

ているにすぎたい(第2図).しかし白亜系にたるとその

分布箇所はひろく各地から報告されている.LかL

大部分は上部白亜系であり下部白亜系はセブ島にのみ

知られている.

バラワソ島には中部三畳系のLiminangcongFor-

mation上部三畳系一下部ジュラ系のLimestone,Shale

andSandstoneFomationが分布する.Liminangcong�
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第3図ミンドロ島の地質図と断面図(JICA･

MMAJ,1984による).

Formationは地ヒり堆積層粘板岩や凝灰岩たどをは

さむチャｰトからなり(Hashimoto&Sato,1973)コノ

ドント.■P〃0%{062πα力〃0〃{0∂召〃〃θ8,1Vθ0乃{勿∂20∂2πα

舳砿07刎α,0醐肋｡"舳¢o〃ガ〃s,Limestone,Sha1eand

SandstoneFormationからは有孔虫∫舳｡Z〃伽α,丁初一

∫伽α,曲60切7α､λ刎刎06α0〃腕8,珪藻τ加舳αチ0カ07θπα

加肋｡㈱伽噺〃αを産する｡

ジュラ系としてはノレソソ島北部のイロコス州に分布

するBaruyenFormation,ミンドロ島のMansa1ay

Formationなどが知られている･BaruyenFormation

は主としてチャｰトからたりラジオラリア0例｡s助α〃α

や〃吻｡榊伽αだとが報告されている･Mansa1ay

Formationは主として砂岩･頁岩からたり礫岩･凝

灰岩をはさむ地層で層厚は3,000mに達する(Sato,

1975).同層からはアンモナイト亙伽功〃06θグ伽,

τ〃α閉θ肋6〃αs,Pα7αωθ∂召尾加"α,Pθ〃功〃刎6地8,Cα刎･

〃肋∫,肋6伽06舳s(Sato,1975)二枚貝〃06舳舳8

sp.,〃ツψ乃07θπα07伽肋〃8(Hayami,1963)たどを産し

ジュラ紀中期一後期の地層であることを示す.

JICA･MMAJ(1984)はMansa1ayFormationを

BacoGroupとよび上位のLumintaoFormationと

下位のMansalayFormationに区分した(第3,4図).

LumintaoFormationはほとんど玄武岩溶岩からたり

局部的に塩基性凝灰岩泥質岩･砂質岩をはさむ地層で

層厚は2,O00m以上に達する･Mansa1ayFormation

は主として泥質岩と砂質岩からたり局部的に塩基性

溶岩をはさむ地層で層厚は5,000m以上に達する.こ

れらの下位に雲母片岩･緑色片岩･片麻岩･変はんれ

い岩･大理石よりたるHalconMetamorphicsが分布す

る.JICA･MMAJ(1984)はBacoGroupはHa1con

Metamorphicsに整合漸移することを示しBacoGroup

はジュラ系Ha1conMetamorphicsの源岩の年代はジ

ュラ紀たいしそれ以前と考えた･

たお以上は化石を産し年代の確定している地層で

あるが化石を産したいけれども三畳系･ジュラ系た

いしそれ以前の地層と考えられている地層が広く分布す

る(BureauofMinesandGeosciences,1982).それら

のあるものは結晶片岩になっている･パラワン島の

BartonMeta㎜orphics,ロンブロン島のRomb1onMeta-

morphics,ポリリヨ諸島のMisisiSchistたどである･

白亜紀の化石は内帯ではルソン島･セブ島パラワ

ン島南西方のバラバック島外帯ではカタンデュアネス
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第4図

ミンドロ島の地質柱状図(JICA･MMAJ,1984

による).

島･サマｰル島たどから発見されている.このうち

下部白亜系はセブ島にのみ知られ他はすべて上部白亜

系である.

セブ島の白亜系はTm1obSchistの上に不整合(?)

に重なるCansiFormationとPandanFormationから

なる.下部のCansiFormationは主として玄武岩･

安山岩溶岩と砂層岩からたり石灰岩をはさむ地層であ

る.0%〃初αを産し下部白亜系であることを示す.

PandanFomationは主として礫岩･砂岩･頁岩から

たり玄武岩･石灰岩･石炭をはさむ地層である･本

属からは07060炊㈱6伽αを産し上部白亜系である

ことがわかる(Hashimotoθ～瓦,1975).

ルソン島中部リサｰル州のKinabuanFormationは

主として頁岩と中一粗粒砂岩からたり凝灰質岩･珪質

岩･石灰岩をはさむ地層である.本属からはGグ｡ゐ｡一

〃舳6伽αを産し上都白亜系であることを示す(Reyes&

ひ摯�����

バラバック島のEspinaFormationは主として頁岩

と石灰岩からなりチャｰトを挟む地層である･本属

からはG舳6θ肋αと〃8006ツ｡肋αを産し上部白亜系

ないし始新統であることを示す.

カタンデュアネス島のBagnabognaLimestoneから

はG肋｡伽舳6例α､0グ肋肋α(?)の産出が知られてい

る･前老は上部白亜系後者は下都一最下部白亜系を

示す.この層の下には主として玄武岩溶岩からたり

チャｰトや火山砕屑岩を挟むYopFormation,その下

1989年1月号

に不整合にTun1obSchistに対比される結晶片岩･砂

岩･泥岩からたり礫岩をはさむCatanduanesFoma-

tionが来る.YopFormationは白亜系Gatanduanes

Formationはジュラ系と考えられている･たお結晶

片岩と砂岩･泥岩等の非変成の地層･岩石は別の地層に

区分しそれらの層序的･構造的た関係を明らかにすべ

きであると考える.

サマｰル島のBa1oRiverSeriesは主として変成し

た礫岩･砂岩･頁岩からたり石灰岩･チャｰトを挟む

地層である.本属からは後期白亜紀Campanian-

Maastrichtianを示すαo6o肋伽α刎1α妙舳刎",0.

肋μ閉〃M10肋･,G.8切〃κ,肋伽0加伽9腕〃0･α,

Sant㎝ianを示すG.60舳ω肋,G.舳カ,G.α76α,

肋gog肋勧伽ωspp.等の産出が知られている.

たおパラワン島のCher仁Spi1iteFormation申の石

灰岩からG舳6θ伽αの産出が報告されたが同層によ

く似た石灰岩からG舳ゐθ吻αとともに〃舳舳肋8,

莇S606ツ6"舳,肋伽08姥肋αも産出しG舳6θ〃伽は再

堆積したものと考えられた(Hashi㎜otoθ宕α五,1975).

その他自亜系と考えられる地層は各地に分布するが

化石の証拠はあげられていない.なおパラワン島北

方沖合で坑井が掘削されそれらのあるものは中生界に

まで達している(Sa1divar-Sa1ieta1.,1981).この地域

では細粒砕屑岩からなる始新世のP附NidoTertiary

の下に不整合に石灰岩あるいは細粒砕屠岩からたる

Pre-NidoMesozoicが分布し上部ジュラ系たいし下部�
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第6図ルン1■島北部サンバレス山地東部の地質柱状図(Sch-

we11er2者α五,1983).

oL_uo珪而伽

第5図フィリピン群島における古第三紀の化石産地｡E1は始

新世前期Euは始新世後期'は礫岩中の礫からの

産出であることを示すI

白亜系とされている.

特徴

以上に記述Lたようにフィリピン群島のジュラ系･

白亜系は砂岩･礫岩･頁岩などの陸源性砕屑岩を主と

しこれらにチャｰトや石灰岩をはさみ玄武岩･安山

岩だとの溶岩や火山砕層岩も多い.なお三畳系が古

生界的た性格をもつのかジュラ系･白亜系に近い性格

をもつのかは不明である.

ジュラ紀後期と白亜紀後期にはバラワソ島では花こ

う岩質岩Kapoasgranite,Quartzdioriteの活動がお

こたわれた.

これらジュラ系･白亜系の地質構造は一般に傾斜は

それ程急でたく摺曲や断層もそれ程いちじるしいもの

ではないようである.すたわちノレソソ島北部ではゆ

るい盆状構造(第g図)ミンドロ島ではゆるい摺曲構造

を呈している(第3図).セブ島では両翼の急た背斜

構造が見られるが側方に急に傾斜はゆるくたる･

ミンドロ島においてジュラ系が結晶片岩に漸移し

結晶片岩の源岩はジュラ系たいしそれ以前のものと考え

られる.白亜系は変成作用を受けていたいことから

変成作用はジュラ紀末に行われたと考えられる･

5.古第三系

分布と岩相

フィリピン群島においては古生界･中生界と確定さ

れた地層や岩石が限られて地域にしか知られていないの

に対して古第三系は北はルソン島から南はミンダナ

オ島にいたる各地に分布が知られるようにたる(第5図).

それらを以下に内帯･外帯に分けて記述する･

内帯

バラワソ島の古第三系は中部から南部に分布する

PanasFormation,PandianFormation,北部に分布す

るPabe11ionLimestone,Si1tstone-Sandstone-Sha1eと

Pi11owLavaである.PanasFor㎝ationは主とし

て砂岩･頁岩からたり石灰岩をはさむ地層で〃860η一

｡肋α,α｡ろ｡肋肋砂θ1伽｡θ勿｡灼G肋妙初α厚舳θカ1

を産し暁新世一前期始新世とされている.Pandian

Formationは砂岩を主とL頁岩をはさむ地層で基底

に礫岩を有する.中一後期中新世とされるが漸新世

と考える人もある(BureauofMinesandGeOsciences,

1982).Pave11ionLimestoneはW〃刎刎〃伽8,地so{o･

〃脇1泌｡ooツ6〃脇肋1肋妙伽αを含み始新世後期と

される.Si1tstone-Sandstone-Sha1eとPi11owLava

は化石の証拠はないが漸新世とされている･

ルソン島北部のイロコスにはBanguiFormationが

分布する.同層は砂岩･礫岩･頁岩からたり始新

世後期の地層とされている･

地質ニュｰス413号�



フィリピン群島の地質構造発達史

一21一

ルソン島西部のサンバレス山脈には石灰岩を主とし

砂層岩やチャｰトをはさむAksiteroFormationが分布す

る(第6図)･同層の下部から肋刀肋舳伽αα肋舳刎8ケ8,

(手105070まα"α6θプ70α2刎1θ物3タ8.0106070≠α"σ6θ犯チ7α"8,

1)去sc0α8切ろ｡肋α肋犯s65,上部からαoろ｡κoまα肋｡1勧一

価物北α,α0腕92伽α伽舳舳舳,α0腕9ε7肋α0伽7-

o㈱ゐ伽μ8肋肋肱αサαを産し始新世後期ないし漸新

世前期を示す.

ミンドロ島ではAgbahagCong1omerate,Caguray

FormatiOn,ButongFOrmationが古第三系とされてい

る｡AgbahagCong1omerateは石灰岩･砂岩･泥

岩･千枚岩･チャｰト･結晶片岩･塩基性岩の礫からな

る･この中の石灰岩礫から石炭紀の紡錘虫の化石が

発見されたことはさきにのべた.前期始新世の地層と

考えられている･ButongFomationは石灰岩を

主としシルト岩･砂岩･礫岩･集塊岩をはさむ地層であ

る･工ψ606ツ肋α(E)棚肋オαを産し漸新世とされ

る､

パナイ島西部のアソティケ山地にはAntiqueOphio-

1iteが分布する.このオフィオライトは超塩基性岩

はんれい岩閃緑岩キュムレイト玄武岩溶岩チャｰ

ト頁岩石灰岩からたり漸新世後期のものと考えら

れている.

パナイ島中央平野南西縁にはSingitFormationが

分布する･本属は砂岩･頁岩･石灰岩からたり下

部に玄武岩をはさむ地層である.αo噛ε伽“o伽肋舳

ψ舳θ勿ぬ,α0ろ勧■初α∫θ肋,α0〃gθ〃舳〃伽〃伽,

αo惚θ〃舳〃α∫〃伽を産し漸新世後期の地層である

ことを示す.

ネグロス島ではBasakFormatiOn,IsioLimestone,

EscalanteFOr㎜atiOnが白亜紀一古第三紀の地層とさ

れている.BasakFormationは玄武岩同質凝灰

岩に砂岩･頁岩をはさむ地層で白亜紀一暁新世とされ

ている.IsioLimestoneは有孔虫群集組成から始新

世とされている.Esca1anteFormationは主として

泥岩と砂岩からたり石灰岩をはさむ下部層と石灰岩か

らたる上部層からたる.本属からは肋幼倣刎,∫〃｡-

6妙㈱を産し後期漸新世を示す.

セブ島では北部と中部のBayeFormation,Lutak

Hi11Limestone,CebuFormation,南部のArgaoGroup

が古第三系とされている･BayeFormationは化石に

富む石灰岩からたり〃舳舳肋∫を産L始新世の地

層であることを示す･LutakHi11Limestoneは同

じく石灰岩からたりN舳舳脇s伽肋",工幼"㏄γ

6〃舳(E)6伽切肋,工功〃06ツ｡1初α(N)お｡1θが励｡刎｡〃2s,

〃舳舳肋8〃θ舳θ肋5を産し漸新世の地層である

1989年1月号

ことを示す.CebuFormationは下部の挟炭層と上

部の0グ肋｡〃石灰岩からたる･石灰岩からは〃

力〃｡oツ61伽α(E)劫肋08α,Z(E)刎｡舳〃08α､エ.(E)ア07一

刎08α等を産する.Corby砿泓(1951)は中新世前

期の地層としたがBa1ceは漸新世後期の地層とした

���畯�楮�慮��獣�����㈩�

セブ島南部のArgaoGroupは下位からCa1agasan,

Butong,Linut-odの各層に区分される･Ca1agasan

FOrmationは礫岩･砂岩･頁岩を主とL石灰岩と石

炭を挟む地層ButongFormationは石灰岩からたり

ともに漸新世後期の地層とされる｡

ポポｰル島にはC㈱召7伽αを含むCa1apeLimestone

が分布し始新統とされる.

ミンダナオ島中部のミサミスオリエンタル･ブキドノ

ソ･ラナオ地域には千枚岩･硬砂岩･変礫岩･圧砕

岩･変火山岩･愛輝緑岩からたるHima1ayanForma-

tiOnが分布し始新統とされている.

ミンダナオ島南部のコタバト盆地には石灰岩･礫

岩･砂岩からたるMaganogFomationが分布し産出

化石から後期漸新世一前期中新世とされている.

外帯

ルソン島北東部のツェラマドレ山脈には北部にLu-

bingan,Corone1,Dinga1anの各層が南部にはMaybang

ain,Binangonanの各層が分布する.LubinganFOr-

matiOnは緑色片岩と変堆積岩からたる.変堆積岩

類は千枚岩･砂岩･大理石からなる.〃舳舳肋sが

発見され(Hashimoto功αム,1978)下部始新統であるこ

とが明らかにたった.Corone1For㎜ationはチャｰ

トや硬砂岩をともたうオフィオライト様岩からたり始

新世後期の地層と考えられる.DingalanFormation

は硬砂岩やチャｰトからな1り漸新世後期の地層と考

えられる.

シエラマドレ山脈南部に分布するMaybangainFor-

matiOnは硬砂岩･頁岩･石灰岩からたる.この石'

灰岩からは〃タ36θ〃伽ω,肋〃冶｡肋α〃α｡肋肋〃α｡地一

86{o肋&λS柳｡oツ6〃勿αを産し暁新世一始新世の地層

であることを示す.BinangonanFormationは石灰

岩･ツルト岩から在り工ψdocツ｡1伽α(E)伽尾2グ80机

G肋敏グ初〃･物〃,G脇鮒1舳彬伽グ腕1･伽･肋

を産し漸新世後期の地層であることを示す･

バリリョ島にはBabaco1anFormation,Burdeos

Formationが分布する･BabacolanFormationは

頁岩･砂岩･石灰岩からたる｡P2肋眺伽a.1)ク606γ

c伽αを産L始新世後期の地層である.BurdeOs

Fomationは頁岩･砂岩･礫岩･石炭層･石灰岩から

なる.助〃00りク脇S,工功〃0の101加α,Hθま270Sま昭和α�
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を産し漸新世後期一中新世前期の地層であることを示

す一

ルソン島南東部のカマリネスノルテ･ケソンには暁

新世一始新世のUniversa1Formationが分布する.

本属は礫岩･砂岩･頁岩から次る下部層と石灰岩･泥

灰岩･頁岩からなる上部層からたる.本属には石炭層

がはさまれる.

ルソン島南東部のカラモアソ半島にはGarchitorena

Fo｢mati㎝,GuijaroFOmationが分布する.前者は

火山砕層岩を挟む砂岩･チャｰト･頁岩･石灰岩玄武

岩溶岩からたる｡産出化石から暁新世とされる.後

者は礫岩･砂岩･石炭･頁岩･石灰岩からたる･産出

大型有孔虫化石から始新世前期の地層とされる.

カグラライ･バタｰン･ラプラプ･サンミゲル島には

Su1aFormation,Coa1HarborLimestoneが分布する.

Su1aFOmationは石灰岩と挟炭層からなり産出す

る〃舳舳肋8,〃800Cツ6腕ω,地80{o腕8から始新世

前期の地層とされるCoa1HarborLimestoneは

助か001抄θ刎S酢ことみ亙〃功〃伽α一〃暮0gツφ8{勿α一亙1086〃〃一

句θ〃α群集を含むことから漸新世後期から中新世前期

の地層とされる.

カタンドゥアネス島にはPayoFormationが分布す

る･本属は下部から基底礫岩･頁岩･サブグレイワ

ッケからなるCabugaoSubgraywacke,Hitoma-Payo

Coa1Measures,SipiLimestoneからたる｡Sipi

Limestoneからは大型有孔虫P2肋桃加■αを産し始

新世後期を示している.

ルソン島南東端のビゴｰル半島南部にはPantaoLi･

meStoneが分布し産出化石から始新統とされている.

サマｰル島にはDaramFormationが分布する.

同層は火砕質砂岩･礫岩･砂岩･頁岩･石灰岩に安山

岩･玄武岩をともなう.石灰岩からは大型有孔虫〃

が6ooツ｡肋α(亙舳加伽")を産し漸新世後期を示す.

特徴

フィリピン群島の古第三系は砂岩･頁岩･礫岩など

の陸源性砕屑岩を主とL石灰岩･チャｰトをはさむ地

層からなる･外帯各地やセブ島周辺地域では石炭層

が発達する.ルソン島のサンバレス山脈やパナイ島の

アソティケ山地にはオフィオライトの活動がまたパラ

ワン島ネグロス島ミンドロ島パナイ島ミンダナ

オ島中部ルソン島北東部のシュレマドレ山脈･カラモ

アソ半島サマｰル島たどでは玄武岩や安山岩の活動

がおこなわれた.

古第三紀には深成岩類の活動も活発で各地にその活

動が知られている･内帯ではルソン島北西部サンバ

レス山地の暁新･始新世の輝緑岩(Ba1og-BalogDiorite)

はんれい岩カラバリオ山地の始新世後期一漸新世前期

の花こう岩類(DupaxBathoユith,PalaliBatho1ith)ロン

ブロン諸島の始新世後期の石英閃緑岩(QuartzDiorite)

パナイ島東部の暁新世後期の閃緑岩(SaraDiorite)マス

バテ島の始新世の石英閃緑岩(AroroyQuartzDiorite)

ポポｰノレ島の暁新世の閃緑岩(Ta1ib㎝Diorte)たどがあ

げられる.

外帯ではノレソソ島シエラマドレ山脈北部の始新世前

期の花こう岩類(Coasta1Batho1ith)同山脈南部の漸新

世前期の閃緑岩(Antipo1oDiorite)ポリリヨ島の始新

世前期の閃緑岩(Poli11oDiorite)ルソン島南東部カマ

リネスノノレテ･ケソンの漸新世前期の花こう閃緑岩類

(Paraca1eDiorite)カラモアソ半島の漸新世前期の閃緑

岩(TambangPointDiorite)ビゴｰル半島南部の漸新世

前期の閃緑岩(PanganiranDiorite)サマｰル島の始新世

一漸新世の閃緑岩(Diorite)たどがあげられる･

このように古第三紀には砂岩･礫岩などの粗粒砕屠

岩がかなり生産され火山活動も活発におこたわれてい

る.また深成岩類の活動も活発である.この点古

第三紀には白亜紀と共通した性格の運動がおこたわれ

ていることがわかる.

ルソン島中部から北部にかけて分布する火成岩類につ

いては多くの放射年代の測定がおこたわれている(Bu-

reauofMinesandGeoscinces,1982).それらのうち

花こう岩たいし閃緑岩だとの花こう岩類の年代を検討す

ると東部では30-35Maの年代を示すものが多いのに対

して西部では10Maたいしそれ以下の若い年代を示す

ものが多く東都から西部に向かって若い年代を示す傾

向が認められる(第7図).

6.新第三系･第四系

フィリピン群島の新第三系･第四系は主として7つ

の堆積盆地に厚く堆積している(第8図)｡それらは

北からカガヤン谷･ルソン中央谷･南東ルソン･ビサヤ

海･イロイロ･ダバオｰアグサン･コタバトの各堆積盆

地である.そこに中新統･鮮新統･更新統が一連の地

層を形成して堆積している(BureauofMines,1976).

これらの下にしばしば基盤岩類として扱われる火山岩

類が分布する(Corby功αム,1951;BureauofMinesand

Geosciences,1982).近年これらの火山岩類は日本

列島のグリｰソタフと同様に上記の中新統の下に整合

一連あるいは大きな間隙なしに重たることが各地で確認

されるようにたってきている(JICA･MMAJ,1975;1Bureau

ofMinesandGeosciences,ユ982).以下に各堆積盆

地の概要を記す｡
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第四系の堆積盆地の分布

カガヤン谷盆地

ルソン島北部に発達する南北にのびる堆積盆地で漸

新世から完新世の地層でうめたてられている.

基盤

漸新統のDumataFormationは塩基性溶岩･集塊

岩･凝灰角礫岩･凝灰質砂岩泥岩からなっている.カ

ガヤン谷盆地南方のカラバリオ地方では安山岩質一玄

武岩質火山岩･火山砕屑岩砂岩･頁岩･石灰岩からたる

Ca1aba11oGroupが分布する.本属上部からは始新

世を示す化石を産し白亜系一始新統とされる(第g図).

被覆層

中新統最下部層のIbu1aoFormationは塊状のバイ

オハｰム石灰岩からなる｡下一中部中新統のLubuagan

Formatjonは砂岩と頁岩･シルト岩からたる･中部

中新統のCa11aoFormationがこの上に重なるが同層一

は基本的には礁成岩体であるが盆地中央に向かって石

灰質砂層岩に移化する｡上部中新一鮮新統のCabagan

Formationは主として頁岩からたり石灰質砂岩･

シルト岩･礫岩をはさむ地層である｡鮮新一更新統の

I1aganFormationは下部の海成頁岩･砂岩層上部

の海成砂岩･陸成シルト岩･礫岩からたる.上部更新

一完新統のAwidenMedaFormationは砂･ツル

ト･礫･火砕堆積物からたる.

カガヤン谷盆地は一つの盆状構造を示すが西半部

には一般に南北にのびるゆるい短軸摺曲がまた北部に

は東北東一西南西方向の摺曲が発達している.

ルソン中央谷盆地�
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ルソン島北部のカラバオ山地

の地質図と断面図(JICA･

MMAJ,1975による).

基盤

ルソン中央谷盆地西方のサンバレス山脈では始新統

の玄武岩･輝緑岩･はんれい岩からたるZamba1esv01-

canicsが分布しOphio肚eとされている(第6図)

(Schwe11er助α五,1983).この上に上部始新統一漸新

統の主として陸源性砕屑岩を主とする地層が重なる.

被覆層

本盆地については北東部東一南東都･西部の順で

記述する.

北東部の新第三系の最下位層は中期中新世前期の

BenguetLimestoneである.この上に中期中新世後

期のBuedCanyonFormationが重なる.同層は

礫岩･硬砂岩･砂質頁岩からたる地層である.これに

重たる後期中新世のAm1angFormat三〇nは凝灰質砂

岩と砂質頁岩の互層から肢る.鮮新世のAringayFor

matiOnは海成と非海成の砂岩･シルト岩･頁岩から

たる.鮮新一更新世のBacnOtanLi㎜estoneあるい

はMiradorLimestoneがこれに重たる.

東部の新第三系は前一中期中新世のAngatForma･

tionにはじまる.同層は基底の砂層岩その上に重

なるバイオハｰム石灰岩からなり工ψ∂06ツ6腕α,んψ

70棚肋αゐ｡伽〃〃を産する地層である.この上に中

期中新世のMad1umFormationが重なる･同層は

砂岩･砂質頁岩からたる下部層集塊岩･凝灰岩･硬砂

岩･安山岩溶岩からたる中部層礁性石灰岩からたる上

部層からなる.G肋｡グ｡肋肋加ゐS{加乃S{を産する.

後期中新世のMakapi1api1Formationは主として凝灰

質砂岩と頁岩からたり礫岩をはさむ地層からたる.

南方にLambakSha1eに側方変化する.同層からは

αo噛召伽｡肋8,0〃〃伽α舳伽㈹を産する.鮮新一

更新世のTartaroFomationは粘土岩とシルト岩か

らたる.同層からはP1α6舳α〃62腕を産する.

この上に重なる更新世のGuada1upeFormationは

下位の海成と陸成の凝灰質ツルト岩と上位の凝灰岩から

たる｡同層からは植物化石Euphorb1iaceaeを産する.

南東部では更新世のLagmaFormationがMad1um

Formationに重なって発達する｡同層は凝灰岩･集

塊岩･溶岩からたる地層である.

西部に発達する第三系は始新一漸新世のAksitero

Formationに始まる.同層は砂層性石灰岩からなる.

その上に重たる前一中期中新世のMorionesFomation

は砂岩･頁岩･礫岩からたる･同層からはαo物肌

伽刎グ｡加5,αoあ｡グ｡肋肋カ万S{を産する.後期中

新世のMa1intaFormationは凝灰質砂岩･頁岩･凝

灰岩からたる地層である.同層からはα06070棚加

加ゐS〕o6肋を産する.同層は頁岩･砂岩からたる

後期中新世のTar1acFormationに覆われる.この上

に海成一陣成の凝灰岩と礫からなる鮮新一更新統が重

なる.

ルソン中央谷盆地は南北たいし北北西一南南東にの

地質ニュｰス413号�
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びる盆地で一つの盆状構造を形成している.摺曲構造

はルソン島北西部の沿岸地域と西部のタルラック地域

に短軸摺曲が発達するほかはほとんど発達していな

し･.

南東ルソン盆地

この盆地はルソン島南東部にそって北西一南東方向

にながくのびて分布する.この中でとくにボソドッ

ク半島とビゴｰル半島がよく研究されているのでこれ

らの地域を中心に層序を記述する.

基盤

ボソドヅク半島には始新統と考えられる安山岩･玄

武岩を主とし砂岩･礫岩をはさむUnisanVo1canics

が分布する･同半島西方のマリソズケ島には始新統

と考えられる主として砕屑岩と石灰岩からたり最上部

に火山岩をのせているTa1untunan-TumicobForma.

tionやはり砂層岩と火山岩からたる漸新統SanAnto-

nioFormationが分布する.

被覆層

ポソドック半島の新第三系の基底は前一中期中新世

のVigoFormationで主として砂岩と頁岩からなり

石灰岩層をはさむ地層である.同層からは〃脇｡〃〃一

価αg70舳703α6〃伽,工功〃00ツ0〃舳(肋･功ク∂ク伽),

助か｡ψ妙伽s.0〃〃伽α,αoろ070切〃α刎α〃θ〃,αo一

ろ070肋肋ヵ加古ヵゐ5クを産する.その上に重なる後期

中新世のCanguinsaFormationは主として粘土質砂

岩と頁岩からたり石灰質砂岩をはさむ地層である.

本属からはαoろ070チα肋チ｡Sαθ伽タS,助肋θグ｡棚〃θ肋

加肋50舳,1〕〃2肋κ舳｡ろ物〃06〃肋を産する.後

期中新世のPitogoCong1omerateがこの上に重なる.

この礫岩は砂層性の石灰岩をはさんでいる.この上

に重なる鮮新世のHondaguaFormationはほとんど

シルト岩からたっている.この上に頁岩と砂岩からた

る鮮新世のVinasFormationが重なる.本属からは

亙肋棚舳,λ閉刎｡肋,PSθ〃070切〃αを産する.更新統

はさんご石灰岩からたるMa1umbangLimestoneで

ある.

ビゴｰル半島の新第三系は中新世の砂層岩と炭酸塩

岩からなるBico1Formationにはじまる.この上に

炭酸塩岩･シルト岩･砂岩からたる後期中新世のA1bay

Groupが重なる｡鮮新･更新世のLigaoFomation

とその異相であるSorsogonとNabuaFormationsは

石灰岩･砂岩･泥灰岩と火砕岩からたる.これらの上

に鮮新･更新世の泥灰岩･凝灰岩･玄武岩溶岩が重な

る.

この南東ルソン盆地の新第三系･第四系は北西一南

東方向の摺曲によって特徴づけられる.摺曲はかなり

1989年1月号

急た翼をもっている.

ビサヤ海盆地

この盆地はネグロス･マスバテ･セブ･レイテ島西

部･パナイ島北東部･ボホｰノレ島北部･カモテ島等を含

むが大部分が海域にある.

基盤

ネグロス島では主として石灰岩からなる上部始新統

のIsioLimestoneが年代の確定したもっとも古い地層

であるがこの†に主として玄武岩と同質集塊岩からな

り砂岩･頁岩をはさむ白亜系一暁新統とされるBasak

Formationが分布する.

マスバテ島にはシルト岩に砂岩をはさむ上部漸新統

たいし下部中新統のMasbateFormationが年代の明ら

かたもっとも古い地層であるがこの下に先第三系と

される粘板岩と硬砂岩変火山岩･変堆積岩からなる

Kaa1Formationが分布する.

レイテ島では礫岩･砂岩･頁岩･石灰岩からたり

石炭をはさむ上部漸新統のTaogFormationが年代の

確定しているもっとも古い地層であるがその下に安山

岩からたるTac1obanVo1canicsが来て白亜系とされ

ている.

ポポｰル島ではCα榊伽αを含む始新統のCa1ape

Limestone07胱｡〃を含む下部中新統のWahigFor-

matiOnが分布するがこれらの下にテｰサイド･安

.山岩･玄武岩の溶岩･火山砕層岩からたるUbayyo1-

CaniCSが分布し白亜系･暁新統とされている.

被覆層

この盆地の新第三系は前期中新世のMa1ubogFor-

mationにはじまる｡同層は主として泥岩･頁岩か

らたりときに礫岩･石灰岩･石炭をはさむ地層であ

る.同層からは〃を｡醐ψ8伽",工伽∂o桝肋α,Cツ｡106少

力㈱,酬706晩㈱を産する､この上に中期中新世の

To1edoFormationが重なる.同層は基底の礫質石

灰岩その上の石灰岩･凝灰質頁岩･砂岩からたる.

同層からは0グ肋〃伽榊伽グ8α,α06070オα肋刎α〃〃,

助肋舳ク伽2腕S2〃舳1タ舳を産する.中期中新世後

期一後期中新世のMaingitFormationがこれに重なる.

本属は下部の石灰岩中部の礫岩上部の主として砂

岩･頁岩からたり石炭層･石灰岩をはさむ地層からた

る.その上に石灰岩からたるBari11iLimestone,泥灰

岩からたるBo1okFor㎜ationが重たる.これらは後

期中新世一前期鮮新世の地層とされている･この上に

基底石灰岩砂岩･頁岩層凝灰質砂層岩と凝灰岩から

なるHubayFormationが重なる｡同層は鮮新一更

新統とされる･鮮新一更新世のCarcarLimestoneが

広く発達する.�
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第10図フィリピン群島のいくつかの新第三系･第四系堆積盆地

の地質断面図(BureauofMinesand-Geosciences

1982による)､

この盆地は北北東一南南西にのびる盆地でセブ島

を中心とする複背斜を境に西部と東部の盆状複向斜に

分けられる.軸のたがい北北東一南南西にのびる背斜

構造が発達している.

イロイロ盆地

基盤

上部漸新一中新統のSingitFormationの下に硬砂

岩を主としチャｰト･頁岩･礫岩をはさみ火山岩を

ともたうSibi1aFormationが分布し白亜系一暁新統

とされている｡

被覆層

盆地の西側で基盤に接するもっとも古い地層は後期

漸新世一中新世のSingitFormationで砂岩･頁岩と

礁性石灰岩からたる地層である･玄武岩溶岩をはさ

む.同層からは工功〃06ツ6腕α,〃暮｡醐ク8伽α,αo-

607肋肋ヵ万S{加ゐ8{を産する.この上に後期中新世

一前期鮮新世のTaraoFormationが重たる.本属は

シルト岩と泥岩から次り砂岩･礫岩をはさむ地層であ

る､つぎに礫岩･砂岩･泥岩からなるIdayFoma-

tionが重なる.礫岩は主として火山岩,時に石灰岩･

閃緑岩からなる.本属からは助肋θ70{伽θ〃α伽〃一

56㈱,肋伽〃α伽αo〃伽〃06〃肋を産する｡この

上に泥岩からたるU1ianFormationが重なる.本属

は北東部では基底に石灰岩をはさみ西部では火山岩

礫岩をはさむ｡本属からは｡S肋〃｡倣勿θ肋加乃{S6θ舳

肋妹62〃8,α0晩θ〃舳θ盟2〃,α060グ0まα肋ω00吻伽8ゐ

乃舳〃03α,0.左舳肋を産する.ユdayとU1ianFor一

matiOnSはともに鮮新統である･この上

に鮮新一更新世のCabatuanFormationが

重なる･本属は下部の泥岩と上部の砂岩

からたる.本属からはPS召〃070棚クα80〃｡一

助〃α伽,E砂棚加刎,五刎刎0〃α,W0肋勿を

産する｡

イロイロ盆地は盆状構造をもち摺曲構

造はあまり発達していたい｡

I:タバト盆地

この盆地はミンダナオ島南部に北西一南

東方向にのびて発達する｡

この盆地の最下部層は後期漸新世一前期

中新世のMaganoyFormationである･本

属は石灰岩･礫岩･礫質砂岩からたる.こ

の上に前期中新世の主として砂岩･礫岩から

なり頁岩を挟むNaka1For㎜ationが重な

る.本属は中南部や北部では基底部が

石灰岩に移化する1この上に中期中新世の

PatutFormationが重なる.本属は主

として礫岩･頁岩からたり泥岩をはさむ地層である.

南中都では泥岩･石灰岩に移化する｡後期中新世の

DingayenFormationは北部では主として泥岩から

なるが南部では砂岩が礫岩質になり泥岩中にしばし

ば挟まれる｡この上に後期中新世一前期鮮新世の

NicaanFormationが重たる.本属は主として砂岩

･シルト岩･礫岩･集塊岩からたり泥灰岩･石灰岩をは

さむ下部層と時に礫岩質にたる砂岩と泥岩からたる上

部層たらなる.鮮新世のMarbe1For㎜ationは石灰

岩に泥灰岩･泥岩･砂岩･礫岩をはさむ地層である･

この上に砂岩･シルト岩･礫岩からたる鮮新一更新世の

Ki1adaFormationが重なる･本属は河成ないL湖沼

成堆積物である｡

コタバト盆地には北西一南東方向にのびるゆるい摺

曲構造が発達Lている｡

アグサン･ダバオ盆地

この盆地はミンダナオ島東部に南北にのびて分布す

る.

この盆地の新第三系は始新世の西部のUmayan

Limestone,東部のBaggaoLimestoneの上に不整合に

重なる前期一中期中新世のSauganFormation,Wawa

Formationにはじまる.それらは砂岩･頁岩･礫

岩･石灰岩からなり石挨をはさむ地層である｡この

上に後期中新世一鮮新世のAdgaoanFormationが重

なる.本属は砂層性石灰岩その上に頁岩･砂岩の

互層からたる地層である.この上にCarmenForma･

tion,NasipitFormation,DiwafaLiエnestoneが重な

地質ニュｰス413号�
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第11図ミンドロ島の先第三系基盤をはさんだ両側の第三系の分

布様式(JICA･MMAJ,1984による).

る.

堆積の中心の移動様式

以上に各堆積盆地の新第三系･第四系の層序を記述し

だがこれらの堆積盆地は一般に非対称で下位層の発

達するところと上位層の発達する所は系統的にずれる

傾向がある(第10図).

カガヤン谷盆地では前期一中期中新世のIbu1ao

FOrmati㎝,LubuaganFormationは西部にあつく発達

するが東方に急激にうすくなるのに対して,鮮新一更

新世のI1aganFormationは中央たいし東部にのみ発

達しとくに東部にあつい･貫入岩の発達も西部に著

しい.

ノレソソ中央谷盆地では始新世一漸新世のAksitero

Formationは西部にあつく発達し東方に次第にうす

くたるのに対して更新世のGuada1upeFormationは

中央部ないし東部にのみ発達しとくに東部にあつい.

ルソン島南東部のビゴｰル半島では北東部に下部中

新統のBicolFormationが分布L南西部に鮮新･更

新統のLigaoFormationが分布している.

パナイ島のイ回イロ盆地では漸新世一中新世のSin-

gitFormationは西部にあつく発達し更新世のCaba-

tuanFormationは中央部にのみ発達する.

ビサヤ海盆地はセブ島をはさんで東部と西部の盆地

に分けられる･西部のパナイ島からセブ島にいたる盆地

では上部漸新統一下部中新統のArgaoGroupは西部

にあつく鮮新･更新統のHubayGroupはパソタヤ

ソ島以東にあつくセブ島にぶつかるように分布Lてい

る･東部のレイテ島の盆地では島の西部に上部漸新

一下部中新統のArgaoGroupがあつく鮮新･更新統

のHubayGroupは中･東部にあつくしかも基盤に

不整合に重なる.

以上は一つの堆積盆地に連続して堆積した場合の堆積

の中心の移動様式であるが基盤の隆起帯をはさんで堆

積の中心が移動していく型のものがある.

一つはミンドロ島に見られるもので同島の中央部に

北北西一南南東方向にジュラ系のBacoGroupやジュ

ラ系たいしそれより下位のHa1conMetamorphicsが

分布するがその南西側に漸新世一中新世のSab1ayan

Group北東側に鮮新世のBongabongGroupが分布し
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第12図ミ:■ダナオ島アグサンデルスｰル地域の第三系の基盤

をはさんだ両側の第三系の分布様式(JICA･MMAJ-

1974による).

堆積場の北東方への移動を示している(第11図).

他の一つはミンダナオ島東部のアグサン･ダバオ盆

地西部に見られるものでほぼ南北にのびる白亜系とさ

れているNi1asanGroupや超塩基性岩体をはさんで

西部に暁新世一中新世中期のKa1agutayGroupが分布

し東部に鮮新･更新世のBagangaGroupが分布し

ここでも西から東への堆積の場の移動を示している

(第12図)･

近年は海域の弾性波探査資料がえられるようにたって

きているがそれらにも明瞭た堆積の中心の移動の様式�
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が認められる.

パラワン島北西方の南シナ海南縁海域では新第三系

が地溝状地域にあつく発達するが下位層は南東方に発

達し上位層はより北西方に発達する傾向があるように

みえる､

パラワン･スル海盆地のBancauansubbasinでは

上部中新統の南東方から北西方への明瞭た堆積の中心の

移動が認められる.

以上のようにフィリピン群島の新第三系･第四系の

堆積盆地は一般に島弧の一般走向に直交して西から東

あるいは南西から北東に堆積の中心が移動する傾向をも

っている｡ただしルソン島南東部のピコｰル半島で

はこのような一般傾向とは反対に北東から南西への

傾向を示す.

榴曲は地層の堆積過程から段階的に形成されていく

(Kodama召～五,1985;鈴木･小玉1987)･フィリピン

群島の堆積盆地において一般に東部よりも西部により

多くのまたより急な摺曲が発達する傾向があるがこ

れは西部により古い地層が発達しそれらがより多

くの造構過程を経験したことによるものと考えられる.

造構運動の性格

フィリピン群島の新第三紀･第四紀の造構運動は造

盆地運動であり摺曲運動･断層運動はあまりはげLく

たい.変成作用もおこたわれた証拠はたい.

新第三紀においても各地において深成岩類のかたり

在活動があった.ルソン島北西部のイコロスでは閃

緑岩(Pasa1e㎎Diorite)の活動は中新世中期とされる.

ルソン中央盆地の東側では閃緑岩の活動は中新世前期

とされている･パナイ島のアソティケ山地では閃緑

岩(DakolDiorite)の活動は中新世後期とされている.

マリソズケ島の閃緑岩の活動は中新世中期とされてい

る･レイテ島では閃緑岩の活動は中新世中期とされ

ている.ミンダナオ島サンボアンガでは閃緑岩(Vita1i

Diorite)の活動は中新世中期一後期とされている.

同島中部のミサミスオリエンタル･ブキドノソ･ラナ

オ･ダバオ低地地域では石英閃緑岩の活動は中新世中

期とされている･同島東部のダグマ山地では石英閃

緑岩の活動は中新世期前期とされている.

このように新第三紀における深成岩の活動は主と

して中新世前期一中期に内帯各地で活発におこたわれ

た.それらは閃緑岩や石英閃緑岩である.同時期に

外帯においても同種の深成岩の活動がおこなわれてい

る.

フィリピン群島では一般に古第三紀には玄武岩･安

山岩の活動が活発におこ肢われこの上に新第三系の砕

屑岩を主とする地層が重たり堆積盆地を形成する.こ

の問後背地では上記のようだ深成岩の活動がおこなわ

れるわげである｡この堆積盆地も更新世においては

粗粒た堆積岩によって特徴づげられるようにたりその

後半には干上がってしまう.たおこの時期にビサ

ヤ海とその周辺地域では石灰岩がひろく堆積する.

7.地質構造発達史の特徴

前節までにフィリピン群島の地質を時代を追って検

討してきた.この結果からフィリピン群島の地質構

造発達史は古生代後期一ジュラ紀白亜紀一古第三紀

新第三紀ないしそれ以後に区分するのが適当であると考

えられる.

上部古生界ないしジュラ系は主として陸源性砂層岩

や石灰岩･チャｰトから構成されている･広域変成作

用がジュラ紀末におこたわれた･白亜系一古第三系

は主として陸源性砕屑岩玄武岩･安山岩からたり

石灰岩とチャｰトをはさむ地層からたっている.陸源

性砕屑岩には砂岩･礫岩だとの粗粒たものが目立つ.

地質構造はゆるい盆状構造あるいはゆるい摺曲構造

を呈する.この時期には深成岩の活動もいちじるし

い･たおジュラ系は白亜系と共通して面も持つよう

である.

新第三系･第四系は一つの堆積輪廻を形成して各

地の堆積盆地に堆積体をつくって分布している.初期

には後背地での深成岩の活動もおこなわれた･堆積

盆地は時代とともにその堆積の中心を東方たいし北東

方に移動させていった･摺曲はこの過程で形成され

たものと考えられる.なお堆積の中心の移動方向は

日本列島ではフィリピン群島と逆の傾向を示す(小玉･

矢野1985)､

上記のような上部中生界一古第三系の岩相･火成活動

は日本列島ないしアジア大陸東部と共通したもので

この時期にフィリピン群島がこれらの地域と共通し牟

遺構条件下にあったことを示している.

ミンドロ島においてジュラ系が結晶片岩に漸移し

結晶片岩の源岩がジュラ系たいしそれ以前の地層とされ

ている点は日本列島の三波川帯や三群帯の結晶片岩の

源岩の年代がジュラ紀ないしそれ以前である点と共通

し興味深い･おそらくフィリピン群島各地にひろく

分布する結晶片岩類の大部分は日本列島と同様にジ

ュラ系たいし上部古生界を源岩とするものであろう.

フィリピン群島の火山活動は新第三紀にもかなり活

発であるけれども古第三紀の方が活発であった.深

成岩の活動も古第三紀により活発であったようであ

る･この点からするとフィリピン群島は琉球弧南

地質ニュｰス413号�
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部･小笠原弧や本州の西南日本弧に近い性格をもってい

る.本州の西南目本弧では白亜紀から古第三紀にか

けて火成活動の活動領域が次第に内側に縮小していく

傾向が指摘されているがフィリピン群島においても

ルソン島中･北部では中･酸性深成岩類の活動が内

側に若くたっていく傾向があり両者の平行性が注目さ

れる.たおフィリピン群島の火成岩は日本列島な

どよりも塩基性である.

フィリピン群島の外帯は後期白亜紀以後古第三紀

新第三紀に一連の堆積運動をおこなっていること古第

三系に炭層をはさむこと地質構造もそれほど激しく乱

されていない点で日本列島では本州東北部の北上山

地や阿武隈山地の太平洋沿岸地域に似た地質構造発達過

程をたどっているように思われる.ただし古第三紀

には各地で花こう閃緑岩や閃緑岩の活動がおこなわれ

ている点は東北日本と異たっている･

新第三系･第四系は盆状堆積盆地に堆積している･

一般に榴曲や断層はいちじるしくたい.この点で

Hashimoto(1981)が漸新統以上の地層の堆積場を“地

窪状"とした点は適切た見方と考える･たお古第三

系たいしジュラ系も上位層とそれ程大きた構造的なちが

いが見られたいことからジュラ系一古第三系も地窪状

の堆積盆地に堆積した可能性が大きい･すたわち岩

相的に東アジアの中生界一古第三系に･似ているだげでた

く堆積場も同様であつだろうと考える･
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